
レスキューロボットコンテスト実行委員会

「レスキューロボットコンテスト2026」出場チーム決定

災害救助という課題に向け、約半年間をかけたロボット製作が本格化！

　このたび「レスキューロボットコンテスト2026」の出場チームが決定しました。

　本コンテストは、災害現場を想定した課題に挑むロボット競技会であり、技術力のみならず、社会課

題に向き合う姿勢やレスキューへの考え方が問われる取り組みです。

　大学・高専・企業・市民チームなど多様なバックグラウンドを持つメンバーが集い、それぞれの専門

性と創意工夫を生かして開発に取り組みます。今後約6か月間にわたり、機構やプログラムの設計、検
証を重ねながら、競技会に向けてロボットの完成度を高めていきます。

　またレスキューロボットコンテスト 2026では、大塚化学株式会社ならびに株式会社グーテンベルク
が特別協力企業として新たに参画いただき、3D プリンタ用フィラメント（製品名：ポチコンフィラメ
ント）を提供及び３D プリンタ G-ZERO を、コンテスト参加チームへ貸与いただけることとなりまし
た。

有志メンバーでチームを結成 救助競技に挑むロボットを製作 救助の考え方やアイディアを評価

厳正な審査を経て選出されたレスキューロボットコンテスト2026出場チームは、以下の通りです。

・ＲＭＦ　Ｒｅｓｃｕｅ(電気通信大学ロボメカ工房)

・Ｉｔｅｒａｔｏｒｓ(関西学院大学ロボコンプロジェクトＡｉＭＥｉＢＡ)

・ＵＰーＲＰ(大阪工業大学梅田ロボットプログラミング部)

・ＡｏＤレスキュー(室蘭工業大学　夢工房)

・Ｓ．Ｓ．Ｓ．Ｓ(学生・社会人合同チーム)

・ＭＣＴ(松江高専)

・がんばろうＫＯＢＥ(神戸市立工業高等専門学校)



・ＱｏＱ(芝浦工業大学 マイクロロボティクス研究室)

・救命ゴリラ！！(大阪電気通信大学　自由工房)

・Ｋ．ＫＮＩＧＨＴＳ(ＫＩＮＫＩ　ＫＮＩＧＨＴＳ（学生・社会人有志チーム）)

・ＳＡＺＡＮＫＡ(名古屋工業大学　レスキューロボットプロジェクトＳＡＺＡＮＫＡ)

・大工大エンジュニア(大阪工業大学ロボットプロジェクト)

・ＴＡＳＵＫＥ隊(産業技術短期大学　ロボットプロジェクト)

・チームホビーロボット(チームホビーロボット（社会人有志チーム）)

・とくふぁい！(徳島大学ロボコンプロジェクト)

・長湫ボーダーズ(愛知工業大学レスキューロボット研究会)

・Ｂｅａｓｔ－Ｌａｂ．(東京科学大学ロボット技術研究会)

・Ｆｕｋａｋｅｎ(大阪公立大学高専　福祉科学研究会)

・ＨｏｌｙＬａｂ(東京都立産業技術高等専門学校荒川キャンパス)

・ＲＩＭ　ｌａｂ(芝浦工業大学実世界情報メカトロニクス研究室)

・レスキューＯＣＴ(大阪工業技術専門学校 ロボット機械学科)

・レスキューＨＯＴ君(近畿大学福岡 ロボット工作研究会)

・レスキューやらまいか(静岡大学ロボットファクトリー)

・六甲おろし(神戸大学ロボット研究会)

※応募時点での表記

◆レスキューロボットコンテスト2026競技会本選

　日程：2026年8月8日（土）～8月9日（日）

　会場：しあわせの村体育館（神戸市北区しあわせの村1-1）

　主催：レスキューロボットコンテスト実行委員会、神戸市

◆レスキューロボットコンテストとは

　1995年の阪神・淡路大震災を契機に企画され、2000年より毎年開催されています。実際の災害現場
を想定したフィールドでの競技を通じて、人命救助に資するロボット技術の可能性を探るとともに、次
世代の技術者育成にもつながる取り組みとして継続されてきました。

　本コンテストは、競技であると同時に、災害救助という社会的課題に向き合う実践の場でもありま
す。参加チームは、被災現場で求められる迅速性や安全性、柔軟な対応力といった視点を踏まえ、それ
ぞれの災害救助へのアイディアをロボット競技という形で具体化していきます。
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